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北海道における小・中学校用机・いすの
　　　　　　規準と適用に関する．調査研究

横

後

山　尊　雄

藤　永　一

Research　on　Standard　and　Application　of　Desks　and　Chairs

　　　used　at　Etementary　and　Middle　Schools　in　Hokkaido

Takao　YoKoyAMA
Eiichi　GoTo

Abstraet

　　　Aniong　the　sizes　oiC　desl〈s　and　chairs　used　by　pupils　at　elementary　and　middle

schools，　especially　the　height　is　most　important．　Because　the　height　oi”　desks　and　chairs

has　large　infiuences　on　learning　volition，　learning　ethciency　and　health　preservation　of

pupi｝s，　in　addition　those　influences　continue　after　they　grow　up．

　　　Until　tGday，　many　standards　on　the　height　of　desks　and　chairs　have　been　set　and

applied　to　each　school．　But　after　the　war，　keeping　with　the　changes　of　social　environ－

ment，　physique　of　pupils　have　been　remarkably　well　grown，　so　it　is　necessary　to　review

the　former　standard　and　its　application．

　　　From　this　point　of　view，　we　made　an　investigation　into　the　size　and　application　of

desks　and　chairs　used　at　elementary　and　middle　schools　in　Elokkaido．

　　　This　is　a　report　presented　the　result　of　this　investigation．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　まえがき

　　小・中学校における児茎ヒ1・生徒が使摺する机・いすの大きさ，とくにその高さは児童・生

徒の十四能率・学習意欲・保健・衛生一ヒに多大の影響をもち，かつその影響が成長後まで持続

されるために．極めて重要である。それゆえこれらの寸法に．ついては欧米においてすでに多数の

砺究および改良事例がみられるが，日本でも明治の中頃より数多くの調査・研究が行われ，文

部省もこれを重視して大蕉10年にそれらの基準寸法を制定し，　文部省通達として勧告を行っ

ている1）。　しかるに戦後社会環境の急変に伴ない児童・生徒の身体的発育がめざましく，従来

の基準寸法とその配分・適用について再検：討する必要が生じた。そこで文部省・工芸試験所お

よび建築学会ではこれらに応ずる適正な新しい基準寸法・各学年への配分割合について調査・研

究を行い，一応の規準案が作成された2）。本研究はそれらの規準案が新しい教育形態・教育内

容のもとで自然的・粒会的事情の異なる北海道においても適合するかどうか，またもし適合し

ないならばいかなるものが適合するかを見いだそうとする意図のもとに，行われたものである。

　　　　　　　　　　　　　　　§1．研究霞的

　　本研究は北海道に．おける学校用机・いすの寸法および遡月れこ関する規準をf乍成する意図の

ものとに，本道における小・中学校用机・いすの基準寸法と使われ方の現状を調査し，その実「

態を明らかに．するのを目的とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　§2．研究　方　法

　　札幌市および北海道における机・いすの規準と使われ方の現状を把握するために札幌市立

の全小・中学校と全道の小・中学校のうちの数十校につき調査票による調査を行った。ただし

全道調査の方は費用の関係から30薙度に文部省が行った調査票を生のまま資料として俳嬉し

た3）。調査絵探・回収数・回収率などは第1表のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　第1表　調査校数・園駅前・回収率（％）

地　域・学校 学　校　数 調査校数 麟　収　数 國　収　率

全道

…市
o　葺震

2289

1320

3609

52

28

80

46

26

72

52

23

75

38

18

56

44

18

62

82．5

69．4

77．8

84．2

78．4

82．7

全道の場合の抽禺率は2％
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　　　　　　　　　　　　　　　§3．調査結果とその考察

　　札幌市および全道における調査結果のうち主なるものについて検討すれぼつぎのとおりで

ある。

　1．1・2人用机の使用状況

　　札幌市および全道の小・中学校で使用されている机のうちで1入！li掬い2人用机の使用状

況は第2表のとおりである。中学校においては全道・粍幌市ともに1人用高力移く用いられ，

　　　　　　　　　　　　　　第2表　　1・2人肘机使；：｛ヨ状況く％）

学校・地域

小学鴫濡

磁｛甕幌幕

全校1人用机

　　5．3

　　36．4

　　77．8

　　94．4

1部1人用机 全校2人用机

5，3

63．6

8｛　．4

e

11．1

5．6

11．1

0

小学校では札幌帯の場合は…一部1入爾机を使用している学校が63．6％，金部1入用机を使用し

ている学校が36．4％とllf｛次／人用机を用いる方1向に向いているごとく見受けられるが，全道の

場合には全校2人用机を使用している学校が89．4％と圧倒ll白に多く，また1入用机に切替えよ

うという傾向もつまびらかでない。調査票の「1人用机と2人粥机のどちらを希望するか」の

聞に対しては札幌宙の場合は小・t・ll；学校とも100％1人用机を希望しており，しかも「今後机

を購入する高高にはJISに合致したものを購入しようと思うか思わないか」の問に対する答の

うち「購入しようと思わない」という回答が33％あったが，　その購入しようと思わない理由

のうち「2入用机だから」4’）と答えたものが小学校では62％，中学校では66％もあった。全道

の場合は調査項類としてではなく「その他の希望事項．．1に11己入する形式になっていたために無

記入が多くこの点については明確ではないが，それに関する希望内容を記入したもののうちで

は，小学校では1人燭机希望と2人用机希望との害1合は各56．5・43．5％で1人用机を籍望する

ものがわずかに多く，中学校では明らかに1人爾机を希望したもの27．8％，希望なしまたは不

明合せて72。2％であったが，小学校では1入用机と2人品机の希望の割合が網半ばしているの

は札幌市の場合と比較して注目されよう。1入二二と2入用机の長所・短所1こつレ・ては…・概に．

決定しがたく，使用上の能率・新しい教育形態・教育内容・数室面積および価額などの点から

充分検討する必要があろう。

　2．机・いすの高さの階層数5）

　　調査対象となった小・中学校における机・いすの高さが全校を通じて矧物曽に分けられて

いるかを調べた結果は全道の場合，小学校では殻少は机3・いす2，最多は机13・いす10まで

あり，中学校では最少は机・いすとも各1（全校同一の高さの机・いすを使用している），最多
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は机6・いす7まであり，札幌市の小学校では最少は机・いすとも各2，最多は机！1・いす12，

中学校では最少は机・いすとも各1，最多は机6・いす4であって，　それらの階層数の頻度は

第3表のとおりである。小・中学校に備えられる／jレいすの高さの階層数については，古くは

大正10年の文部省通達をはじめ第4表にみられる如く数多くの例があるが，　この調査に．関係

のある札幌帯教育委員会の規準では机・いすとも小学校6・中学校2・計8階層である。全道

の場合は市町村が多数含まれているために明らかでなく，また幾準があるか否かも不明である。

　　つぎに．これらを学年溺に．みれぽ，1つの学年にユ類髄の高さの机・いすしか備えていない

学校が札幌市および金道の小・中学校を遜じて40～50％を占めており，　札幌市の場合その割

合は各学年とも大体1→2→3種の瀬に少なくなっているのに対して，全道では各学年とも3種

類の机・いすを備えているものの：方が2種類備えているものよりも多く，また各学年に1種類

の机・いすしか備えていない学校数の舗合は小学校では札幌寮の方が多く，中学校では全道の

　　　　　　　　　　　　　　第3表　　机・いす高さの階丁数頻度

階　層　数
　　　I
IF213 41囲漁i∵・

姻認言意
10　i　11　li　12　i’　13

　／金道
机
　1札幌τ1ぎ

小学校1一一一一一一一

い1金道
す～札幌市

　　5
1　i・　6

2i　3　i　6

2i　4　i　8

1■．刃44
　　　　　1　　1

・・ p・ド5

9t　71　3
31　2
3

1

2 ［iii

3S

40

巾学校・

　　　　　　　

回蒲1
　　　　　　1

・4・・吹E
3i’　8［　4i　21　li
　　　　　　　L．

18

18

…い∫全道i4
す1糠刺・

　　　　　E
2i　4　i　21
　　　　　1
91　itllli

1 il i　i4

1　16
1

菅は中学校，練は小学校に備える階層数の建築学会館

　　　　　　　　　　第4表　机・いす高さの階贋数配分規準・案

学 校 別 小　学　校 高等小学校菅

　　　　欝・尋墓一

6

7

8

9

12

2

4（新・lil－1：ま5）

　　　　1．2　”，，a　．f・　［［li．　一x」　’T’Fi　’titi’

戦後 p欄引馬準
　　　　腱築学会案

6

5

7

2／新・中）

4（新・中）

誉　現在の中学校2学隼までに当る
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第5表　　机・いす高さの基準寸法・学：年騎配分山詞合（cm・％）

　　　学会案（左男子・右女子〉

号　数　　机　高　 いす高

　　　　　　　1
1

2

3

4

5

6

7

イ」、．．．

i12
　1

44．0

48．0

51．5

55．5

59．5

63．5

67．5

薦’． l一跨，。1、δ田2。

　　ミ　　　　ミ
25．1　　i50　50　170　70

27．4i　i20、0
　　1　　　1
29・71　1
：1：1一

…l　i

　　学校　
1一！一　学校

3141s161ii313　　　　　　　　　1．ww．1．．．L．一一1．．．．．！．．．　r一　．．i，．．

　　　　　　　　　　　　　　　”’l　　　　　　I　1’　i

　　 wi細細1、。、。｝、。、。…

i口2030開1謝iiiii

者 案

e

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1　4zo

　49．0

　5XO
　53．0

　55．0

　57．5i

　59．5

　62．e

l　64．O

s
i　68．o

26．0

2Z5

29．0

30．5

32．0

33．5

35．0

36．5

37．or

66．G　1　38．5

　　1　3g．s

25

50

2ro

25

0rO

25

25

se

25

25

50

25

25

0rO

25

25

50

25

25

50

25

25

50

25

25

50

25

方が多い。各学年に何種類の；モ塔さの机・いすを配分するかについては従来配分規準の資3ド；1が少

なく，JISにおいてもこれに，ついては触れていない。前編の｝＝；本建築学会設計計灘規準委員会

案（以下学会案と略称）は小学校に．ついては1・3・5学年が各2種類，2・4・6学年が各，3種

類，中学校では1・2・3学イ｝己とも各3種類の高さの机・いすを備える案であり，筆者の案は小

学校では1～6学年を通じて各学年とも3種類・計8種類，　1・i・r学校では各学壬｛孟とも3種類・計

5種類である。これらを各学級への配分翻合とともに表示すれば第5表となる。

　3。机・いすの高さの三三

　　机・いすの高さの相関的な分布は第1馴のとおりである。これによれば札幌市の場奢は軍

教委規準の影響が強く，分布が墓準寸法の附近に集中しているのが隣立ち，小学校の場合に．と

くにこの傾向が著しい。これに反して全道の場合は中学校のみならず小学校も特定部分への集

中が稀薄であるが，これは前述の理山に．よるものと考えられる。

　　弼者を通じての一般的傾向としてすべての規準および現在使用されている机・いすの寸法
　ら　　　　　　　ゆ

は高すぎると考えられ，とくに札幌市の小雪麦校の場合は高学年になるに．従って高すぎる度合が
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第6表　机・いすの組合せで学会案に該当するものの割合（％〉

8

机　高

（9憩し

いす高

．（蔓堕）

小 盤． 校（学年） 申　学　年（学年）

1

44．0
　　　　　8．4
22．8
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3 4 5

48．0 25．1
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6 1

3．8

1LI
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o
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0
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o
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0

o

o

o

o

0

3．7

上段は全道，下段は札幌市

大きくなるごとくみられる。試みに学庫別に学会の規準案に該当するものをみれば第6表のご

とく極めて少ない（前述のように調査票の記入寸法は種々の誤差が含まれているとみられるか

ら±O．5　cmの範囲のものはすべて該当するものとみなした）。
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蟹中の縦実線一　・3b幌申款萎陪聴　　謹承唯一建羨日田豪

　　第3図　いす高さの分轄（％）
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　　　第4図　建築学会案に該巌するものの分布（％）
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　　つぎにこれらを机・いすに分けてそれらの分布をみれば各第2・3図のとおりである。　す

なわち札幌市の場合は小・「｝・r学校とも帯教委規準の影響がつよくみられるが，全道の場合は札

幌市の場合程集中的ではない。しかし試みに．札幌市の規準をあてはめてみれば札幌市の基準寸

法に近いものが比較的多く使用されているごとくみられる。中学校では札幌市の場合いすの基

準寸法は2種類しかないが，それでもなおその基準寸法への集中が目立ち，金道の場合もその

集中の佳方が似ている点からみて，中学校でも同じ基準寸法に近いものが多く用いられている

のではないかと考えられる。これらのうち学会案に該当するものれま第4図のとおりで，すべ

て右上りである（高い方の基準寸法に該当する丁合が多い）のは札1夢琶市・全道とも基準寸法が高

きに失することを示すものであろう。

　4．学会規準案との比較（高・低すぎの分布）

　　札幌市および全道で使豪している机・いすの高さを学会案に比較してその高・低すぎの分

布をみれば第5図のとおりである。すなわち小・中学校の机については札幌η∫の場合は帯教委

規準が強く影響しているのが臼立ち，全．道の場合にはその傾向が少ない。いすに．ついては札幌

帯・全道を通じて小・中学校ともある一局部に．集中する傾1向が国立ち，また机・いすは小・中

学校を通じて札1馴∫が全道の場合よりも高すぎる度合が大きく，低すぎるものは極めて少な

い。とくに小学校の机の場合，策5採1にみられるごとく札幌市のものが高学年になるに従って

　T：“机・いす高さ算定の基礎となる肘下縁高（椅坐位）および膝窩高は1年1隷こそirしそれ2．0～2．5　cmおよび

　　1．5　cmのびるものとpav’えられるから，桃高については±1．5　cm，いす高については士1．O　cmをもって

　　一応該当範囲とみなすべきであろう。
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第5図　学会案より高・低すぎの寸法分布（％）

IO

高すぎの度合が大きくなっていることは注目され

るべきであろう。なお，中学校の娩・いすは札幌

市・全道を逓じて高すぎの度合が小学校のものよ

りも少ない。札幌市教委規準そのものを学会案と

比較すれば第7表のごとく，高すぎる寸法は小・

中学校それぞれ机は2．5～10．2cm・612～10．2　cm，

またいすは3．0～58　cm・3．9～6，2　cmであるが，

1ヲいいすとも市教委規準第1号（最低のもの）は

「低すぎて使い難いため製作せず」との製作者の

話もあり，事実この調査の結果では第1号の机・

いすを使用しているものは1・2学年でもわずか

に5．8％にすぎない。　したがって実際は第7表の

矢印のごとく使用されていると思われるが（例え

ば学会・案の44．Ocmの机を使用すべき階層のもの

が51．5cmの机を使用している），これらがこのよ

うに大きな高・低すぎの結果を生じた主な理由で

はなかろうか。なお，高・低すぎの寸法は各調査

票の平入寸法より第6図の方法に．よって算出し

た。したがって高・低すぎの寸法は第61図の矢印

の数だけあり，蟹5図はその寸法の頻度を示した

ものである。

1糎類角場合

各轡族のある営与で便飢て吸机い弓の高さ

@　　　　2戸倉　・’　　3隔月〃

ある減算で噛重岡

P‘き営会集に

謔鱠r・岡の轟ぞ

2種類ある場合 　o^＼㊥　　　　　o
o　　　　o
�@↑③　　　　　　o 腕

5纏類　・
　o
^1＼

o　　　　　o
戟_／↑o　　　⑪　　④

o　　o　　o
ｪ↑↑o　　Φ　　o

　　　　　　　　　　　　第6図　学会案より高・低すぎの算出方法

　5．差尺の分布

　　机・いす調拾せて使用する場合，差尺（机高といす高の差）1瓢・いすそめものの高さと

同様極めて重要である。学会案と札幌市教委規準の差尺は第8表のとおりであるが，机・いす

の適正な高さの決定は，まずその使用者の体躯と作業姿勢に適合したいすが与えられ，ついで

そのいすに椅坐した時の姿勢と作業に合致した机が与えられるものである。したがって両者は

相互不可分の問柄にあり，単に差尺が適正であるか否かだけでその机・いすの適・不適を判断
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第7表　　札幌市教委規準と学会案との比較単位（em）

号数
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…一

?学校i
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第8表　　札幌市教委規準・学会案の差尺（cm）

学校窮

小学校

中学較

丼1曝璽教委規難

号数i．．机＿．唐

1　1　4．6．rJ

2　1　rol．s
3　i’　56．2

　　…

i　1　6g．7

2　i　73．7

　　1
　　1

いす

　25．8

　28．2

　3e．6

　33．0

　35．4

　37．8

　3S．2

　40．6

高差　別轡．．
20．7

23．3

25．6

9－7．6

29．9

3L9

31．5

33．1

5

6

7

　　学
一’ P’

i机　　　高1一，一一

i’　44．0

　　48．Oi

　　51．5
］　55．5

1．　sg．s

I　sg．s

　　63．5

　　67．5

参．．、．

いす高『 P…p．…尺

”’Q．g．．s　V”’2，ll’

　25．一・2．9
　27．4．　1　2tl．．1

　2g．7　1　2s．s

　3L7．0　1　27．5
　　　　1
　　　　し、

　3．P．．O　i　27．5

9e・9　1，　？？・？

　　　　　　3e．9　36．6　I
　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　りすることはできないが，ここでは調査対象の実態が差樽だけからみてもなお多くの問題を含ん

でおり，それらを明確にする三昧でこれを取挙げたのである。机・いすの高さと差尺との相関

的な関係はすでに第11翼にみられるとおりであるが，これらのうち学会案に該当するものおよ
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Cノド

1ど3
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@　　1　1
SD

第7図

50 se

　lC！撚以よ

嗣言ち託りの

割ぢ

島上笹
るもの

士1ω1ギ該当する

0　　　　　　　50　O　　　　　　　　　　畢∫塒す・t“’τVo

差尺一学会案に該当するもの・高低すぎの割合

○は札幌市，㊥は全道，数字は学年

び高・低すぎの割合は第7図のごとく，とくに札幌市の中学校の場合に該当するものの少ない

のが囹立つ。

　6．配　分率

　　児童・生徒用の机・いすは小学校王年生よりi・1・r学校3年生まで使罵するから，これを何階

層かに．分けなければならないのは当然であるが，同一学隼のものでも個々の体駆寸法の違いの

外にその成長の度合と時期が異なるために数種のものを配分する必要があろう。全体を何階層

に分割するか，各学年にどの高さの種類のものをどれだけの野合で配分するかは机・いすの適

正な寸法の算出と同時に相関的な視野から決定されるべきであり，これがそれらを効果あらし

めるか否かの決定的要素となる。通常学年別児童・生徒の体臆寸法は正規分布を示し，かつ同

一の机・いすを1年間に亘って使用しているのが現状であろうから，それらの寸法の分布や標

準編差・年問成長高・許容値・使用能率などから決定さるべきものと考えられるが，従来学級

または学年への配分割合についての調査・研究例が少なく，JISでもこれに触れていないこと

は前述のとおりである。第5表は戦前の筆者案と戦後の学会案を例示したものであるが，これ

らの配分割合は基準寸法の机・いすが実際に各校で採用される場合に直ちにかつ直接的に必要

なものであるから，可及的に速かに検討・決定せられねばならぬものである。

　　　　　　　　　　　　　　　§4．総　　　括

以上の結果を総括すれば次のとおりである。

1．1・2人用机の使用状況

1・2入用魏の使用状況は，中学校ではユ人用机が札幌市・全道それぞ2z　95・78％と多く，
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’小学校では札幌市が64％で，　かつ2入需机を使用している学校でも順次1人鰐机に切／繰えよ

うとする気運がみられるが，金道では2入用机を使用している学校が90％凝1三｛至1的に多く，

かつ1人用机に切替えようとする傾向もつまびらかでない。

　2．机・いすの高さの階麿数

　　机の高さの階層数は小学校では札｝1発市・全道それぞれ4・5，中学校では札幌ぎ1∫・全道それ

ぞれ4・5が最も多く，いすの場合は小学校では札幌車・全道いずれも5，中学校ではそれぞれ

2・1および3が最も多い。　また1っの学年で1種類の机・いすしか備えていない学校が札幌

帯・金道および小・巾学：校を通じて40～50％を占めており，　その割合は小学校では札1｝晃市，

中学校では全道の方が多い。

　3．机・いすの高さの分布

　　机・いすの高さの分布は，札幌市の場合には市教委の規準が強く影響しており，全道の場

合には特定寸法への集中度が稀薄：であるが，愛息規準に近いものを使用しているごとくみられ

る。これらの高さをr導爆纂学会の規準案と比較すれば両者とも概して著しく高く，その差は

桃では4～14cmいすでは2～8　cmに及び，　とくlc　，｛・し幌市の小学／交の場合は高学瑠しなるに従

って高すぎる度合が大きくなる。

　4．差　　尺

　　差尺については，とくに小学校の場合札幌市では高すぎるものが多く，全道では高・低租

半ばし，中学校の場合は札幌市では高すぎるものが極めて多く，念遊では低すぎるものの方が

多い。

　　以上要するに，1人用机の．普及率は；・i・・学校よりも小学校，札幌市よりも全道において少な

く，とくに全道における普及率の少ない点が注同される。また，机・いすの高さの階層数は1’i’」一　’

全道および小・中学校を遜じて概して過少であり，とくに，小・中学校で1学年に1種類しか

備えていないものが道・市を通じて約半数にも及んでいる点は問題とされてよい。なお札幌市・

全道を通じて机・いすの高さがi；謡ξく，とくにllll本建築学会案の基準寸法との茄が著しい点と差

歯の重要性についての一般の認識に疑闘のもたれる点は再検討を必要とするであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　あとがき

　　元来これらの生活用具の寸法は使月1者のそれに関係する体躯と姿勢の寸法がその用具の寸

法算定の基礎にならなければならないことはここに繰返すまでもないが，机・いすのごときと

くに．この点に，厳格でなければならないはずの体嘔の支持用臭でさえ実際には前述の如く必ずし

も満足すべき状態でない事実は問題とされねぽならない。例えばいすの座面高を決定する棊礎

となる下腿高または膝窩翻こついては戦後ほとんどその量定が行われておらず，近時ようやく

適正な寸法の学校用具の必要性が注団されるに及んで2～3の局地的・断片白㌻な計測が購われ

たに過ぎない。とくに机・いすは児童・生徒の学習能率・健康に重大な影響をもつものである
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から，i己詮・生徒の全国的な指疋体格検査浪1定項口中に身長・坐高と並んで下腿高をも含める

べきであって，これ1ま戦後児童・生徒の体脳の発百の日覚しい実状に鑑み一一副虫調されて悉る

べきものと考える。なおこれらの測定に基いブご用只寸法の適正化とともにそれらの材料・重上、三・

強硬・使い艮さ・色彩・価額・1塗化などについても藤合トカな調杏i・研究・試作が必要であろ

う。筆者らは本研究と平そでして札幌市内の高校学で使秘されている木製机・いす（新旧のもの）

について璽堂瀦J．　，Jl度などの予備実験を行ったが，それらの結果からみても，校具について

の総合的な試作・研究の二二が痛感された。今回は北海道におけるノ」い中領ズの机・いすの三

遠寸法とその使われ方の実態について調査した結果を／卜淫し，その問題点を指摘するに止まっ

たが，さらに泥iい生徒の体随雪雲の灘定に．もとづいた礁準寸法および配分方法の規準を作成

し，札幌市試委規4・および畳会規竿栄を再杉ミ討することによって本道におけるtl’1交用机・いす

の寸法および認分の規準を確立したいと考えている。

　　この調査・研究に．あたって資料を提供された文郡徳教育施設部の大串・川崎両氏および道

教t；設銅課・二瀬蚕庶務誹・用度課の論残ならびに瞳：桜調査に．協力された各学校長・担当教嘗

の方々に幽く謝意を表する。本研究は北梅～i科斗丘研究補助全の交付をフけたものである。
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